
慢性呼吸器疾患
（COPDなど）

65歳以上 悪性腫瘍

慢性腎臓病 糖尿病 高血圧

脂質異常症 心血管疾患

肥満
（BMI 30以上）

脳血管疾患

固形臓器移植後
の免疫不全

喫煙
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妊娠後半期 HIV感染症
（特にCD4<200/μL）

免疫抑制・
調節薬の使用
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主な重症化のリスク因子
COVID-19の主な重症化のリスク因子は以下のとおりです。

COVID-19の治療ガイド
監修：倭 正也 先生

りんくう総合医療センター 感染症センター長　

ポケット版

製造販売元： 電子添文または製品基本情報は
以下の二次元バーコードより弊社
製品WebサイトG-Station Plusへ

文献請求先及び問い合わせ先： HIV



COVID-19の重症度別マネジメントのまとめ

重症化リスク因子等を
有する感染初期の患者
に3日目まで投与する

†「効能又は効果」、「用法及び用量」を含む注意事項等情報等は、電子添文または　製品基本情報（WEB）をご参照ください。

レムデシビル†
レムデシビル†
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肺炎症状の　改善が見られない場合：総投与期間10日まで

肺炎を有する患者に目安として5日目まで投与し、
症状の改善が認められない場合には10日目まで
投与する

酸素療法
　HFNCを含む
必要時,フィルター付
CPAP,NPPV

呼吸療法

抗ウイルス薬

免疫抑制・調節薬

抗凝固薬

中和抗体薬

曝露前

モルヌピラビル

ニルマトレルビル／リトナ　ビル
エンシトレルビル

ソトロビマブ     

チキサゲビマブ／シルガビ　マブ
カシリビマブ／イムデビ　マブ

ステロイド（デキサメタゾンなど）

腹臥位療法を含む積極的な体位変換

重症化リスクの高い患者に適応

重症化リスクの
高い患者に適応

バリシチニブ

トシリズマブ
トシリズマブはステロイドと併用する

ヘパリン

オミクロンに対する効果減弱のおそれ（抗ウイルス薬が　使用できない場合に本剤を検討）

挿管人工呼吸
　　／ECMO

レムデシビル

曝露後
現時点では安定的な供給が難しいため，
曝露前の 発症抑制のみが対象となる.

発症予防 軽症 中等   症Ⅰ 中等症Ⅱ 重症


